
日時：2015 年 10 月 5 日（月）13:30-17:00 

2015 年 10 月 14 日（水） 9:15-16:00 

場所：草津市青地町 1248-4 

 
里山を持つさくら坂保育園。地域の方がご協力くださり、里山を整備し、子ども達が活動できる場にしてくだ

さっています。日々遊んでいるその里山を舞台にプログラムを作成しました。 
（対象：5 歳児 計 20 名） 

 
1 日目は講座、下見とプログラムづくり、2 日目は作成したプログラムの実践とふりかえりです。講座の一

部を紹介します。  講師 島川武治（しまっち）さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

木の神様とかくれんぼ 

森にある根っこから複数の主枝が出ているクヌギの木。

これは神様の木。なんと子ども達に神様から手紙が届き

ました。「かくれんぼしよう！」神様は 6 つの道具を森

に隠しました。子ども達はグループで、木の上や葉っぱ

の下などを探しました。見事見つけた子ども達が、神様

の木を囲んで「みーつけた！」と叫ぶと、また手紙がや

ってきました。木の神様を感じながら、森を歩き、上下

に視界を広げる遊びです。 

ルーペで素敵な自然を探してみよう！ 

普段は見えているようで見えていないミクロの

世界。ルーペのレンズを通して見ると、素晴ら

しい小さな世界が広がります。参加者がペアに

なって探してもらいました。 

① 小さなキノコ 

② セミの抜け殻 

③ カタツムリが這った跡がある葉っぱ 

④ カビが生えている葉っぱ 

⑤ ミクロなトゲトゲがいっぱいのキノコ 

最後はみんなで拍手で一番素敵を選びました。 

神様と一緒にかくれんぼし

よう！ 

グループで、神様が隠した

アイテムを探すよ。 

神様のかんむり、魔法のステ

ッキ、ネックレスがあるよ。 

僕たちはかんむりを見つけ

たよ。 

みんなでアイテムを全部見つ

けたら、木を囲んで「かみさま、

みーつけた！」 

 

みんなで品評会。 

それぞれの発見を分

かち合います。 

キノコってこんな形なん

やね！ 

地面にあるキノコは顔を

近づけて。 

やってみると、わっービッ

クリ！ 

みんなで「み

ー つ け

た！」と叫

ぶと、手紙

がやってき

ました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

つながって進もう、探検隊 

箱のくじ引きを引くと、いろんな自然のものが入ってまし

た。グループで、同じ自然物を探しに行きます。しかも、

常に手をつないだグループの誰かが木に触れていなければ

いけません。木に触れながら、自然物を探して、最後は大

きな紙に貼りつけて、それに名前をつけます。 

プログラムを終えてのふりかえりから 

・普段裏山では自由遊びが多いため、何ができるか考えるのが難しかった。計画、実践、ふりか

えりを通して学ぶことが多く、もっと自然の中でいっぱい遊んでいきたい。 

・研修で学んだことを早速活用してみたところ、保育の内容が変わり、子どもの興味が変わった。

自然に囲まれた園で働いていることが幸せである。自然をつながりに、子どもの反応や家庭も

変わっていくと思う。自然ならではのアクシデントでも学ぶことができた。 

森の演奏会 

目を閉じて、耳を傾けると、いろんな音がすることに気づ

きました。今度は、自然の音をたくさん作ってみようとい

うことになりました。叩いたり、こすったり、踏んだり、

揺らしたりして、いろんな音を出して、最後は演奏会をし

ました。 

見つけたら貼りつけるよ。

名前も付けてみよう。 
木にひっつきながら、移

動するんだよ。 

みんなが探した自然物が

いっぱい貼りついたよ。 

くじをひくよ。いろんな自

然物が出てくるよ 

枯れ枝をみんなで踏んだ

ら。。。パキパキ、ペキペキ、

いろんな音がするんだ。 

木を叩いてみたら。 

おもしろいよ。 

二人で演奏しよう。 

トントン、ポコポコ、楽し

くなってきたよ。 

木を揺らして、音を出そう 


